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  The effect of Bladdaron， flavoxate hydrochloride， parenterally administered was assessed in 32

patients with bladder neurosis， 24 with overt and insidious neurogenic bladder dysfunction aiad 7

with chronic cystitis． The indication for the administration of flavoxate as frequency， discomfert，

urgency， urge incontinence， noctural enuresis and so forth．

  The results showed that fiavoxate was effective for symptoms such as frequency and discomfort

comp／ lained by patients suffering from bladder neurosis and chronic cystitis． For the patients suffering

肋皿the neurogenic bladder flavoxate alone failed to improve their compユaints． Propantheline and／or

imipramine together with fiavoxate were found essential and effective for the symptoms caused by

an uninhibited contraction of bladder．

 ブラダロン（flavoxate hydtochloride）は犬の生体

実験において膀胱容量増大，排尿筋のトーヌス低下，

排尿回数の減少など膀胱機能抑制作用を示す1），家兎

の膀胱三角部より筋電図を記録すると本剤投与後にス

パイク発射間隔は2倍に延長し，反射性膀胱収縮に対

する抑制作用が示唆された2）．一方臨床例においては

神経性頻尿，残尿感，尿意促迫，会部痛などの症状改

善に優れた効果が得られたという3・4）．今回われわれ

は多岐にわたる疾患が原因となって発生した頻尿，夜

間遺尿，急追性尿失禁などの症状緩和を目的としてブ

ラダロンを使用したので，その臨床成績を分析し報告

する．

症 例

中部労災病院泌尿器科を訪れた63名（男26，女37）

について検討した．

 患者は尿沈渣検査，内視鏡検査，尿流動態検査をお

こないつぎの3群に大別した（Table 1）．

第1群神経性頻尿：17～68歳（平均42歳）の32名（男

10，女22）で構成され，尿は清澄，膿球を認めず．神

経損傷，下部尿路感染症などの器質的異常は否定され

る症例である．主訴は頻尿27，残尿感5，排尿困難2

である．頻尿はurgencyを伴わず，また夜間睡眠中

には頻尿がおこらない．患者の大多数は精神身体性

（psychosomatic）要因が大きく関与しているよ．うに思

われた．32名申2名は精神科を受診中（不眠症，頭痛）

であり，さらに2名は当科より精神科へ紹介している．

第H群神経因性膀胱：4～85歳（平均50歳）の24名（男

13，女11）で顕性または潜在性神経損傷が証明され

t．過半数（17名）は不安定膀胱（unstablc bladder）
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Table l． Flavoxate投与対象となった63症例 Table 2． Flavoxateの有効率

患者数   対象となった主な訴え 有効やや有効無効合計
L神経性頻尿  32 頻尿27 ，．残尿感5．

1・神経因性膀胱 24 急迫性頻尿12，夜間遺尿11．

翫堤性膀胱炎  7 頻尿4，排尿時不快感2．

1。神経性頻尿  18（56％）  9（28％） 5（16％）  32

量．神経因性膀胱  2（8％）16（67％） 6（25％） 24

瓢慢性膀胱炎  4（57％） 3（43％）0    7

5）で占められ，核上型損傷は3名，核三型損傷は4名で

あった．彼らの主訴は急迫性頻尿（urge frcqucncy）

12，夜間遺尿11，排尿困難5である．排尿パターンを

尿波形で検討すると，顕性神経損傷患者は一般に排尿

効率が悪く，尿線中絶を認めた．不安定膀胱では排尿

効率は良好で残尿もほとんど認めないのが常であっ

た．

第皿群慢性膀胱炎：31～76歳（平均52歳）の7名（男

3，女4）で，下部尿路の器質的変化に続発しt．す

なわち恥骨後前立腺摘出術，尿道周囲膿瘍，経尿道的

電気凝固術，急性膀胱炎などであり，膿尿は（＋）ま

たは（一）であった．主訴は頻尿4，排尿時不快感2，

残尿感1であった．

投与法と判定基準

 第1群では28例が1日6錠（1，200－mg），4例が3

錠（600mg）を1～57週間（平均6．8週間）にわたり

内服した．5例（16％）に併用薬が必要であった．す

なわちプロパンサイン，トフラニール，レスミットと

セルシン，ポンタールなどである．治療効果は自覚症

状の変化に基づき，有効，やや有効，無効とした．

 第■群では4～6錠を14名に，1～3錠を10名ec 1

～38週間（平均11．4週間）処方した．構成疾患の特異

性のため75％（18名）が併用薬を必要とした．すなわ

ち無抑制膀胱収縮を防止するtめプロパンサインが，

夜間遺尿のためにはトフラニールがブラダロンと同時

に処方された．間欠自己導尿は4名に指導し，仙骨ブ

ロックを2名におこなった．効果判定は自覚症状，膀

胱内圧測定の結果に基づきおこなった．プロパンサイ

ンなど他剤との併用にて症状の改善したものはすべて

やや有効と判定した．

 第皿群は6錠5名，3錠2名で，1～24週間（平均

5．3週間）投与した．抗生物質を3名に同時投与し，

効果は自覚症状の変化に注目して判定した．

治 療 効 果

 各疾患群の治療成績をTable 2に示した．第1，皿

群の有効率は56％，57％であったが，第H群ではきわ

めて低率で8％であった．各群の典型的症例を報告す

る．

 43歳男性，神経性頻尿症：頻尿，排尿困難，視野引

明を訴え来院した．既往歴に特記すべきことなし．職

業が公営バスの運転手と判り，視野狭窄について疸ち

に眼科を受診させた．しかし視力，視野に異常なく，

ブラダロンを4週間にわたり処方し，徐々に症状は改

善消失した．この症例は何らかの精神的ストレスが発

生の原因となっているようであった．効果＝有効．

 57歳男性，不完全卑下型神経損傷：10ヵ月前に直腸

癌のため直腸切除をうけ，最近夜間遺尿（2～3回戦

週）が出現したため来院膀胱内圧曲線は典型的な高

緊型自律膀胱を示し，排尿効率は悪い （平均排尿率

正m1／sec）．膿尿（冊）， E． coli＞107／m1を認め，残尿

量は60～100ml．間欠自ヨ導尿を指導するとともに，

就寝前ブラダロン400mg，トフラニール25 mgを

内服させた．膿尿に対してはドルコール3錠を処方し

た．残尿量の減少とともに夜間遺尿は軽減し月に1回

の失敗となった．効果＝やや有効．

 22歳女性，不安定膀胱：生来夜間遺尿がつづく（1

～3回／週）．膀胱内圧曲線は振巾6 cmH20の無抑

制収縮波を示し，容量は190ml．排尿効率は良．好で，

腰仙尾骨の異常なし．ブラダロン400mg，トフラニ

ール25mg，プロパンサイン301ngを就寝前に内服

させた．最初の数週間は失敗の回数が減少したがその

後は元の状態にもどってしまった（18週後）．効果：

無効。

 47歳男性，慢性膀胱炎：膀胱乳頭腫のtめ経尿道的

電気凝固術をうけ，その後頻尿がつづく．5FUドラ

イシロップとともにブラダロン1，200mgを24週間｝こ

わたり投与した．効果：有効．

 副作用，1例（2％）が一時的に下痢，悪心を訴え

た．しかしその程度は軽く投与を中止するほどではな

かった．

考 察

 頻尿を訴えた第1群の愚者は機能的または精神身体

的要因が病状に大きく影響をおよぼしていた．いわゆ

る神経性頻尿症とか膀胱ノイローゼと称せられる症例

では，医師を訪れるという安心感とともにブラダロン
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の膀胱鎮静作用が相乗効果を生み出すように思われ

た．得られt有効率56％はすでに報告された論文とほ

ぼ等しく妥当な値と考えられる6・7）．ブラダロンを含

む薬物療法に反応しない場合には，精神科，social

workerへの紹介が必要となる．

 第皿群は頭性，潜在性神経損傷に罹患した患者であ

り，無抑制膀胱収縮が原因となった急迫性頻尿，尿失

禁が大多数を占めた．本門のシリーズ当初5例にブラ

ダロン6錠（1，200mg）を単独で処方したが，無抑制

収縮を防止することはできなかった．したがって以降

は副交感神経抑制剤のプロパンサイン（prepantheline

bromide），または排尿筋に副交感神経抑制剤類作用似

を有するトフラニール（imipramine hydrochloride）

8・9）の2者，3者併用で対処することにした．不安定

膀胱に起因する夜間遺尿症例ではブラダロン400mg

とトフラニール25mgの就寝前屯用がしぼしば有効

であった．Cardozo＆Stantonie）は不安定膀胱によ

る頻尿，急迫性尿失禁を訴えた女性15名にflavoxate，

emepronium， imipramineを投与し，膀胱機能に対

する作用を膀胱内圧曲線により検討した．膀胱容量は

flavoxateで10％増量したものの，膀胱トーヌス，無

抑制収縮波の出現頻度，カテーテル周囲からの尿洩出

には全く無効であった．imipramineも同様の結果で

emeproniumのみが有意に奏効したと報告している．

Jonus et aL11）は37症例にfiavoxate 600 mg投与し

（平均投与期間3．2ヵ月），61％に自覚症状の改善を認

めたという．無抑制収縮波の振巾は約50％減弱し・たも

のの，無抑制収縮それ自体を阻止することはできなか

った．このように不安定膀胱に特異性を有する薬剤の

ない現在，flavoxateには多大の期待が寄せられた．

しかしその効果は少なくとも本剤単独ではほとんど無
                   ち力であることが判明した．副交感神経抑制もそ．の常用

量単独では充分な効果が挙げられず，大量投与では口

渇，便秘などの副作用が問題になる．したがってブラ

ダロンは副交感神経抑制剤との併用においてその効果

は最大限に発揮されると考える．

 第皿群に対しては抗生物質との併用により，膀胱刺

激症状を速やかに緩和することができた．

 副作用は1例（2％）に発生したが，その程度は軽

微であり，重篤なものは発生しなかった．

要 約

 ブラダロン（flavoxate hydrochloride）を63症例に

投与し（神経性頻尿症32例，神経因性膀胱24例，慢性

膀胱炎7例），その臨床効果を分析し報告した．

 神経性頻尿症による頻尿，残尿感の訴えに対しては

王451

56％の有効率が得られた．

 神経因性膀胱による急迫性頻尿，夜聞遺尿に対して

は，ブラダロン単独では症状改善は望めない（有効率

8％）．副交感神経抑制剤との併用が必要である．

 慢性膀胱炎による頻尿，排尿時不快感には57％の有

効率が得られた．
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